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物質が持つ熱を電気に変える性質であるゼーベック係数を、単層カーボンナ
ノチューブにおいて、外部からの電界によって正にも負にも、更にその大きさ
を自由に制御することに成功しました。また制御した性質を保持させることも
成功しました。この技術は、高性能な熱電変換デバイスの開発に役立つこと
が期待されます。

✔  一次元材料の熱電物性を自由自在に制御 

✔  Ｐ型・Ｎ型も可能                   

✔ 熱電特性の飛躍的向上 

●体温から電気を作る。 

● 排熱から電気を作る。 
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１次元材料が一番！ 
例：単層カーボンナノチューブ 

しかし、熱電特性は“フェルミレベル” 
（注入キャリア密度）に大きく依存 

ゼーベック係数 
電気伝導率 
熱伝導率 

最も性能の良い熱電素子を作るには？ フェルミレベルの制御方法 
～電気二重層を用いたキャリア注入～ 

電気二重層を用いたキャリア注入で単層カーボンナノチューブの熱電物性の制御に成功 
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電気二重層を用い
て、高密度・高精度
にキャリア注入を実
現 


